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実寸大

■ Bolero に期待されるワイヤレス・パワー、明瞭な音質、そしてシームレスな統合のすべて──それらがさらに小

型かつ軽量に。RIEDEL 史上最薄最軽量のワイヤレス・インターカム・ベルトパック Bolero Mini が登場しました。

最大限の快適性とできる限りの目立ちにくさを追求した Bolero Mini は、スマートフォンよりも軽い洗練された超小

型設計で、妥協のないパフォーマンスを実現します。



“ 軽量かつ薄型、どんな状況にも対応できるこの製品は、

制作のあらゆる場面において次世代のコミュニケーション

を実現します “

ライブ・イベント、放送、劇場、スポーツといっためまぐるしく変化する世界のた

めに設計された Bolero Mini は、ワイヤレス・ベルトパックの可能性を再定義しま

す。わずか 165 グラム、薄さ 28 ミリという軽さで、衣装にクリップで留めたり、

ジャケットの下に隠したり、ハーネスにストラップで固定したりと、動き回れるよ

うに作られています。専用音量調節ボタン 2 個と、通話、受話、主要機能へのクイッ

ク・アクセス用のプログラム可能なボタン 4 個による合理的なコントロールにより、

コミュニケーションが楽になります。コンパクトなサイズにもかかわらず、Bolero 

Mini は小規模プロダクションや一時的なプロジェクトのためのスタンドアロン・

セットアップから、拡張可能な Artist インターカム・エコシステムへの完全統合導

入まで、Bolero の完全なエクスペリエンスをお届けします。RIEDEL 独自の ADR テ

クノロジーはマルチパス反射への感度を低減し、他のシステムが苦戦するような厳

しい RF 環境でも Bolero が完璧に動作することを保証します。

舞台俳優、リガー、フロア・マネージャーの方々も、Bolero Mini があれば、機材

に煩わされることなくパフォーマンスに集中できます。軽量で薄型、そしてあらゆ

る用途に対応できるこの製品は、プロダクションのあらゆる場面で、次世代のコ

ミュニケーションを実現します。

IBC2025 において RIEDEL は同社史上最もコンパクトなワイヤレス・インターカム・

ベルトパック Bolero Mini を発表しました。スマートフォンよりも軽量で、厚さわ

ずか 28 ミリの Bolero Mini は、衣装にクリップ留めしたり、ジャケットの下に着

用したり、ハーネスにストラップで固定したりと、機動性、快適性、そして目立ち

にくさが求められるプロダクション向けに設計されています。

Bolero Mini は ス リ ム な 形 状 な が ら、Bolero の 完 全 な 機 能 セ ッ ト を 備 え ま す。

RIEDEL の ADR テクノロジーを搭載し、厳しい RF 環境でも安定したパフォーマン

スを発揮します。また、高度な 5G フィルタリングによってスペクトラム耐性を強

化し、極めて要求の厳しいライブ環境でも明瞭で信頼性の高い通信を実現します。

Bolero Mini は、Bolero の 3 つのモード── Artist との統

合、スタンドアロン・リンク、スタンドアロン 2110（AES67）

──すべてに対応し、コンパクトでありながら汎用性も

抜群です。プログラム可能なボタン 4 個、Bluetooth 接続、

そしてタッチ＆ゴーの NFC 登録機能を備え、目立たず制

作環境に適したデザインでありながら直感的な操作性を

提供します。

Bolero Mini は、Bolero のパワーをこれまでで最も軽量

で平たい形状に凝縮し、妥協のない比類のない動きの自

由をプロダクション・チームに提供します──劇場、ラ

イブ音楽、放送などに最適です。

BOLERO MINI の主な特長
• 重量 165 グラム、薄さわずか 28 ミリ

• Bluetooth 接続

• シンプルな NFC 無線登録

• 分散型インテリジェント・アンテナ・ネットワーク

• 設置毎に最大 250 個のベルトパックと 100 台のアンテナに対応

• �帯域幅をインテリジェントに活用し、アンテナ 1 台で最大 10 個のベルトパックに対応

• マルチパス緩和のための高度な DECT 受信機（ADR）

• シームレスなハンドオーバーとローミング

• 冗長 PoE+ および DC 電源アンテナ方式

実寸大



“hi があれば、放送局は日常業務を効率化し、準備時間

を短縮し、将来にわたって制作を継続できる、強力かつ

使いやすいツールを手に入れることができます “

•	 柔軟性：ベンダーやフォーマットに依存しない hi は、スタジオ、中継車、リモート・

プロダクション、クラウド・システム全体で映像と音声とデータを統合します。

•	 使いやすさ：使い慣れたシンプルなタッチベースのインターフェイスで、ルーティ

ング、タリー、パラメーター、ワークフローを簡単に制御できます。

•	 シンプルさ：自動デバイス検出とゼロ設定によるセットアップによって、hi は大

規模システムでも迅速に導入できます。

•	 拡張性：1 台のラップトップから企業全体、あるいはクラウド・ホスト型のイン

フラまで、hi の分散アーキテクチャは複雑さを増すことなく、回復力と拡張性を

保証します。

hi はタッチスクリーンまたは RIEDEL SmartPanel で操作できますが、IBC2025 では

専用の hiPush ハードウェア・パネルも展示します。ラックマウント型の 1RU サ

イズで 18 個の高コントラスト LCD ボタンを備えた hiPush18 から、2RU サイズで

54 個のボタンを備えた hiPush54、そして最大限の柔軟性を実現する PoE 給電式の

hiPush32Desktop まで、合計 6 種類のパネル・バリエーションをご用意しています。

これらに加え、最新モデルとして PoE 給電式の多機能タッチスクリーン・ロータリー・

ノブ hiDot が加わりました。ハードウェアに加え、充実し続けるソフトウェア機能も、

hi システムの潜在能力を最大限に引き出すためのツールと柔軟性をさらに高めてい

ます。

■ hi human interface® を RIEDEL ファミリーに迎えることができるのは大変嬉しい

ことです。ブラウザ・ベースでベンダーに依存しないこの制御システムは、極めて

複雑なメディア・インフラにも明瞭性とシンプルさをもたらし、放送システムの構

成、制御、運用方法を刷新するように設計されています。このシステムはプラット

フォームに依存しないユーザー・インターフェイスを提供し、ベースバンド・ルー

ター、マルチビューワー、映像＆音声ミキサー、サードパーティ製 SDN コントロー

ラーなど、さまざまなデバイスを管理できます。



■ この夏にリリースされた最新のマネージド・テクノロジー・ソリューション RefSuite によって、RIEDEL

はスポーツと放送技術における新たなスタンダードを確立します。RefSuite は、スポーツ審判とコーチング、

ライブ・イベント管理の特有のニーズに合わせて特別に設計された、相互運用可能なハードウェアとソフト

ウェアの統合エコシステムです。RefCam、RefBox、RefComms、SidelineComms、RefCloud という 5 つのコア・

コンポーネントを、シームレスに統合された単一のサービスにまとめ上げ、Easy5G プライベート 5G ネット

ワ​​ークと Riedel Operations Center（ROC）を補完することで、遠隔のエンジニアリングとモニタリングとサポー

トを実現します。各モジュールはそれぞれ強力ですが、RefSuite の真の価値、すなわち効率性、信頼性、革

新的なイノベーションを実現するのは、それらの緊密な統合なのです。

“RefSuite は、シームレスな配信という当社のビジョンを体現し

ています。国際連盟、リーグ、放送局、プロダクション・パート

ナーの厳しいニーズに応えるために設計された、統合されたテク

ノロジーとサービス・モデルです。これはほんの始まりに過ぎま

せん。RefSuite は、リモート・プロダクション、パフォーマンス

分析、没入型ファン体験のための新たな可能性を切り開く、新世

代の統合エコシステムへの第一歩であり、モーター・スポーツ、

海洋、そしてライブ・プロダクション環境の未来を形作ります “

マーク・シュナイダー
グローバル・イベント担当エグゼクティブ・ディレクター

Riedel Communications



審判の視点

RefCam は審判の視点から安定した広角映像を

撮影できる超軽量のヘッドマウント・カメラで

す。臨場感あふれる一人称視点で試合のライブ

中継、試合後の分析、トレーニングを充実させ、

審判の意思決定とファン・エンゲージメントの

向上に貢献します。

審判のコミュニケーション

RefComms はプロの審判のために設計された

安全で信頼性の高いワイヤレス通信システム

です。RIEDEL の Bolero S をベースに構築され、

独自のレシーバー技術と高度な暗号化技術によ

り、あらゆる環境で安全かつクリアな音声を提

供します。RefSuite の中核として、RefCam お

よび RefBox と連携し、協調的なリアルタイム

の判定を実現します。

ビデオ・レビュー

RefBox は審判とコーチング分析に特化した包括的なビデオ・レビュー・システムで、認定済み VAR テクノ

ロジーを基盤としています。最大 25 本の同期カメラ・フィードに対応し、スローモーション機能やクリップ・

エクスポート機能も備えており、RefSuite エコシステムの分析コアとして機能します。RefComms と統合さ

れているため、審判は通信用ベルトパックからリアルタイムのレビュー・マーカーを直接作成できます。

コーチとスタッフのコミュニケーション

SidelineComms は、コーチング・スタッフ向

けに暗号化され、干渉のないサイドライン・コ

ミュニケーションを提供します。RefComms と

同じ Bolero プラットフォーム上に構築されて

いるため、日々のトレーニングと試合当日の

両方で一貫したパフォーマンスを実現します。

チームがどこにいてもリアルタイムかつ安全に

戦略を調整できるようにすることで、RefSuite

のサークルを完成させます。



メディア・クラウド・サービス

RefCloud は wige SOLUTIONS GmbH & Co. KG との共同開発による、映像コンテンツの保存、処理、共有の

ためのクラウド・ベースのメディア管理システムです。RefBox および RefCam メディアと完全な互換性が

あり、関係者間でのシームレスなコンテンツ配信を可能にします。RefSuite エコシステムのコンテンツ基

盤として、共同ワークフローとメディアへの一元的なアクセスを実現します。

低遅延ワイヤレス・ビデオ・バックボーン

ライブ配信をシンプルに：Easy5G は、キャリア・

グレードの信頼性と Wi-Fi 並みのシンプルさを兼

ね備えたプライベート 5G ネットワ​​ークです。ラ

イブ・イベントやスポーツ中継向けに最適化さ

れており、RefCam を介したフルピッチ・ビデオ・

ストリーミングや、リモート RefBox レビュー・

ワークフローなどの用途に最適です。 リモート・オペレーション・センター

ROC は、遠隔監視と信号ルーティングとシステム制御のための RIEDEL の 24 時間 365 日運用ハブです。映

像、通信、テレメトリーなど、ROC は最先端のインフラを介して会場と専門家によるサポートとを繋ぎます。

リモート・エンジニアリングとサポートを通じて、試合会場がどこであっても、RefSuite システムの俊敏性

と運用性を確保します。



■ 2025 年 8 月、RIEDEL は SimplyLive ビ デ オ・ プ

ロダクション・ポートフォリオの大幅な拡張を発表

し、放送、スポーツ、ライブ・イベントのワークフロー

の適応性、拡張性、統合性を向上させるべく設計さ

れた新ソリューションと機能強化を導入しました。



SimplyLive Production Suite Flex のライセンス方式

によって、オンプレミス、リモート、クラウド・ベー

スなど、運用面と財務面のニーズに合わせて制作環

境をカスタマイズすることができます。ユーザーは、

一括購入から従量課金制、ハイブリッド・モデルまで、

多様なハードウェア・オプションと導入モデルから、

それぞれの制作目標と予算戦略に合ったものを選択

できます。

新たにリリースされた SimplyLive Connect REST API

は、外部の放送制御システムとのシームレスな統合

を可能にし、チームは統合された制作環境の一部と

して SimplyLive 製品を監視、管理、設定できるよう

になります。この API は、COTS ハードウェアまた

はパブリック＆プライベート・クラウド・インフラ

への最新の導入向けに設計されており、相互運用性

を向上させ、プロダクション・インフラをよりスマー

トで接続性の高いものにし、将来の分散ワークフロー

のニーズに完全に対応できるようにします。

SimplyLive の新たな RiView バンドルは、審判やコー

チング、分析のワークフロー向けに設計された定評

のある RefBox ソフトウェア・ソリューションをさ

らに拡張します。RiView のラインナップには RV4、

RV8、RV16 があり、4 ～ 16 の HD 入力構成、同期マ

ルチアングル制御、直感的なタッチスクリーン・ベー

スのインターフェイス、そしてシームレスなリモー

ト操作機能を提供します。

また、高評価されている SimplyLive RiMotion ライブ・

リプレイ・ソリューションを、RiMotion R16 および

R166 の発売によって強化しました。RiMotion R16

バンドルは最大 16 の HD チャンネルを、R166 は最

大 16 の HD チャンネルまたは 6 の UHD チャンネル

をお届けします。

最後に、シームレスな信号転送とマルチチャンネ

ル・コントリビューションを実現する信頼できるソ

リューションである Venue Gateway シリーズが、

Venue Gateway 8 Standard、8 Advanced、1612 

Advanced の導入によって大幅にアップデートされ

ました。



■ IBC2025 において、RIEDEL は hi – human interface が正式に RIEDEL ファミリーの一員となることを発表しました。放送や

メディア・インフラ向けの強力な制御システムである hi は、2018 年以来、共同プロジェクトや緊密なコラボレーションを通

じて RIEDEL と長年にわたって結びついてきました。そして今、hi がポートフォリオに加わることで、このパートナーシップ

は刺激的な新章へと突入します。hi を支えるチーム、開発のストーリー、そして今後の展望について、hi の創設者の一人で

あるタマス・サント氏に話を聞きました。



こんにちは、タマス！　あなたの経歴は？　この業界に入ったきっかけは何ですか？

大学の TV およびラジオ・スタジオからプロの放送業界へと直接進みました。ハンガ

リーの民間テレビ局 TV2 でキャリアをスタートさせ、プレイアウト部門のテクニカル・

マネージャーとして働き、その後はニュースやプロダクション・スタジオに携わりま

した。その後、Bosch でエンジニアリング・グループのリーダーとして 7 年間勤務し、

自動車用電子機器の連続再生改修技術の開発を担当しました。

hi のアイデアはどのようしてに生まれたのですか？

TV2 で友人のタマス・ファルカス（現在は hi のソフトウェア開発責任者）と出会いました。

彼は当時、フリーランスとしてクイズ番組向けのカスタム・ソフトウェアを開発する

ソフトウェア・エンジニアでした。共通の関心を持ち、ハードウェアとソフトウェア

の専門知識を結集した私たちは、2007 年に趣味のプロジェクトとして合弁会社を設

立しました。私たちの焦点は、システム・インテグレーター向けのカスタム・デバイ

ス（チェンジオーバー・コントローラー、ルーター・パネル、タリー・コントローラーなど）の開

発でした。既製品ではなく、独自性のある専用ツールです。

需要が高まるにつれ、手頃な価格で合理化されたコントローラーに対する市場の真の

ギャップが明らかになりました。2017 年に Broadcast Solutions Germany 社が、最新

かつ直感的な制御システムの開発を検討しており、ハンガリーのチームから当社を紹

介されました。ブダペストで面談した際、私たちのアプローチと彼らのビジョンが完

璧に合致していることははっきりしていました。数週間のうちに、実用的な概念実証

システムを構築し、IBC 2017 で展示しました。好評を博したことで、私たちの計画が

正しいことが確証され、2018 年初頭にはコア・チームを結成し、後に hi となるシス

テムの本格的な開発を開始しました。

市場のどのような課題が、新たなアプローチの導入を決断するきっかけとなったので

しょうか？

システム・インテグレーターとして、Broadcast Solutions は中継車プロジェクトと固

定設備の両方において、市販の制御システムを頻繁に使っており、それぞれの長所と

短所を深く理解しています。最大の課題は、設置に非常に長い時間を要することでし

た。システム導入と同時に、相当数のエンジニアを手配する必要があり、最終的なコ

ストが非常に高額になっていました。そこで、トレンドを打破し、次世代の制御シス

テムを定義することで、プロセスを簡素化、迅速化し、最終的にはコスト効率を向上

させる方法を考えました。

hi は市場の他のソリューションとどのように　異なっていたのですか、そして今も異

なっているのですか？

システムを設計する際に、市場の他のソリューションとの差別化を図るため、3 つの

主要な原則を確立しました。

1.	 ウェブ・テクノロジーを活用し、最新のクラウド対応アーキテクチャを開発する。

これによって製品の将来性を確保します。

2.	 PC とタブレットの両方から、アプリケーションのインストール不要で、どこから

でもアクセスできるウェブ・ベースのユーザー・インターフェイスを使用する。

これには包括的なユーザー権限管理のコンセプトも含まれます。

3.	 タグを用いて、すべての信号経路とその意味をシステムに学習させ、日常業務に

必要なコントロール・パネル・ビューを自動的に生成および更新できるようにする。

これによって、試運転時およびその後の使用時に、手作業による設定作業を大幅

に削減できます。

RIEDEL 本社を初めて訪問した hi チーム。



hi 創設者のタマス・サント氏（プロダクト・オーナー）とタマス・ファルカス氏（ソフトウェア開発責任者）

hiチーム全員がRIEDELに加わります。彼らがRIEDELにもたらす強みや専門性の中で、

特に際立つものは何だと思いますか？

hi はベンダーに依存しない制御システムであり、統合後もスタンドアロン製品として

維持していく予定です。私たちが提供する最も刺激的な専門分野の一つは、異なるメー

カーの多数のプロトコルとそれらの多様な操作ロジックを、単一の統一されたワーク

フローに標準化する能力です。課題は、ユーザーが特別な技術知識を必要とせずに、

ベースバンド、NMOS、NDI、Dante などのリソースを透過的、安全、かつ直感的に

操作できるようにすることです。

RIEDEL チームと一緒になりますが、最も楽しみなことは何ですか？

創業当初から、私たちは RIEDEL とは互恵的な関係を維持してきました。最初の共同

プロジェクトは 2018 年初頭に遡ります。長年にわたり、開発と販売の両面で互いに

支え合ってきましたので、共に未来を形作っていくことは自然な流れだと感じていま

す。

hi は RIEDEL の製品ポートフォリオにどのように位置づけられるのでしょうか？　独

立したままになるのでしょうか？　それとも他の製品ファミリーに統合されるので

しょうか？

hi は RIEDEL の専用製品シリーズとなり、専任のプロダクト・マネージャーが管理し、

意欲的な開発チームによってサポートされます。同時に、hi は独立した制御およびワー

クフロー・システムとしても運用を継続します。RIEDEL ユーザーでなくても hi のメ

リットを享受できます── hi はサードパーティ製品、さらには RIEDEL と競合する製

品ともシームレスに統合されるため、最大限の柔軟性とオープン性が確保されます。

それと同時に、RIEDEL のポートフォリオ全体で完全な互換性を確保し、統合された

ワークフローを実現することで、孤立した製品部門を提供するサプライヤーではなく、

ソリューション・プロバイダーとしての RIEDEL の地位を強化したいと考えています。

この広範なエコシステムの中で、hi はどのように進化していくとお考えですか？

RIEDEL の販売力は hi に新たな扉を速やかに開き、新しい国々や大陸を含むより幅広

い市場で製品の認知度と成功をもたらすと考えています。また一方で、インターカム・

ワークフロー、STAGE プラットフォーム、プロビジョニング・ツールセットの開発など、

他の RIEDEL 製品とのより深い統合にも大きな可能性を感じています。現在、私たち

は中小規模の放送システムに強みを持っていますが、RIEDEL ブランドの下で、プロ

AV/ シアターや施設分野にも進出していく態勢が整っています。

“RIEDEL ユーザーでなくても、この製品のメリット

を享受できます── hi は、RIEDEL と競合する製品も

含めてサードパーティ製品とシームレスに統合できる

ため、最大限の柔軟性とオープン性が確保されます “

この組織統合は hi の既存のお客様にどのようなメ

リットをもたらしますか？

現在、hi のサポート・サービスは非常に好調に推移

しており、統合後もこの水準を維持する予定です。

同時に、複数のタイムゾーンにまたがるサポートの

提供が可能になり、サービス提供範囲の拡大も期待

できます。さらに、開発における相乗効果と RIEDEL

製品とのより緊密な連携によって、既存のお客様の

システムに新たな価値ある機能を追加し、強化する

ことができます。

hi は放送やライブ・プロダクションにおける RIEDEL

の DNAをどのように補完するのでしょうか？

放送やライブ・プロダクションにおいて hi の恩恵

を受けられる分野はすでに存在します。例えば、

NMOS レジストリ、Dante、NDI 統合などです。長

期的には、RIEDEL 製品と対応するコントロール・レ

イヤーを統合した包括的なソリューションをお客様

にお届けできるようになります。当社の開発チーム

とワークフローは非常に俊敏であり、2 ～ 3 ヶ月ご

とにエキサイティングな機能を備えた新バージョン

をリリース可能です。これにより、製品への関心と

期待を高く保つだけでなく、お客様のご要望にも迅

速に対応できます。



■ 4 月に開催された期待の「デア・クラシカー」において

ドイツのサッカー・チーム、FC バイエルン・ミュンヘン

とボルシア・ドルトムントが激突したとき、注目を集めた

のはピッチ上のアクションだけではありませんでした。そ

の舞台裏では、Riedel Communications がスポーツ中継の

戦略を静かに書き換えようとしていました。満員のスタジ

アムに Easy5G™ プライベート 5G ネットワ​​ークと RefCam® 

Live システムを初導入したのです。



“ このセットアップは、審判の目の位置か

ら 1080p50 のライブ・ビデオを直接ストリー

ミングして、ファンの皆さんに独自の安定

した視点のフィードをお届けしました “

ドイツ・フットボール・リーガ（DFL）が主導したこのプロジェクトは、技術的に大きなマイルストーンとなりました：

これほどプレッシャーのかかる、注目を集める環境で、Easy5G と RefCam が同時に導入されたのは未曾有の出来事

でした。ミュンヘンのアリアンツ・アレーナに 7 万 5000 人のファンが詰めかける中、RIEDEL のチームはわずか 1

時間足らずで Easy5G ネットワ​​ークを構築しました。これは、常設の技術設備がない会場でも、高度な放送インフ

ラをいかに迅速に設置できるかを実証するものでした。

このイノベーションの核となったのは、審判のヘッドセットに装着する軽量のヘッドマウント・カ

メラ、RefCam Live システムでした。このセットアップは、審判の目の位置から 1080p50 のライ

ブ映像を直接ストリーミング配信し、ファンの皆様に独自の安定した視点映像を届けました。

カメラと通信機器は審判員のジャージの下に目立たな

いように隠されており、審判が自由に動き回って試合

に集中できる一方、自宅の視聴者はフィールド上のあ

らゆる判定ややり取りを最前列で見ることができまし

た。

RIEDEL のマネージド・テクノロジー部門は、技術的な

セットアップや周波数管理から試合審判員へのオンサ

イト・サポートまで、導入のあらゆる側面を担当しま

した。審判のロッカー・ルームなど、5G の電波が届か

ないエリアも考慮され、Wi-Fi ベースのビデオ・プレ

ビューによって試合前のプロセスが効率化されました。

DFL にとって、これは単なる新しいガジェットのテス

トではありませんでした。当リーグはファンのサッ

カー体験を根本から変えるチャンスだと捉えたのです。

RIEDEL チームは、わずか 1 台の Easy5G ベース・ステー

ションでピッチとトンネル全体をカバーし、試合中を

通してシステムをシームレスに運用することに成功し

ました。

審判員の視点は放送の見栄えにとどまりません。審判

員の役割をファンに分かりやすく伝えるのに役立つだ

けでなく、審判員のトレーニングにも役立つなど、そ

の効果は多岐にわたります。当リーグは、この視点を

共有することで、審判員が直面する課題への理解と認

識を深めたいと考えています。

RefCam の映像は、ブンデスリーガ特別番組『Der Klassiker Unseen – Ref’sEye View』の目玉にもなり、ソー

シャル・メディアで広く共有されました。この取り組みは、IFAB のボディカメラ・テスト・プログラムならび

に FIFA および DFL の支援を受けて実現したもので、ブンデスリーガのイノベーションとファン・エンゲージ

メントへの取り組みを改めて強調するものです。

DFL の製品管理＆イノベーション担当副社長、ドミニク・ショラー氏にとって、この実験は明らかな成功でした。

「私たちは常に、ファンの皆さんを試合に近づけ、スポーツ・メディアの新たな基準を確立する方法を模索し

ています。RIEDEL との協力により、そのビジョンを迅速かつ完璧に実現することができました」



■ Garage 59 は、GT レース界で最もダイナミックな英国チームの一つとして着実に名声を築いてきました。ブラック

リーを拠点とする、2016 年設立のこのチームは、デビュー・イヤーにブランパン GT シリーズ耐久カップを獲得し、

瞬く間にその名を馳せました。それ以来、Garage 59 はマクラーレン、フェラーリ、アストンマーティンといったマ

シンを駆り、ヨーロッパのトップ GT 選手権で確固たる地位を築き、GT ワールド・チャレンジ・プロアマ耐久ドライバー

ズ・タイトルや英国 GT 選手権シルバー・アマ・タイトルなど、数々のタイトルを獲得してきました。現代の GT レー

スのみならず、Garage 59 は歴史的なレースの伝統を守り続け、グッドウッド・リバイバルなどのイベントに参加したり、

ロータス 22 やカンナム・マクラーレンといったクラシック・マシンのメンテナンスにも力を入れています。



Garage 59 は、自らの野望を実現するにはテクノロジーの抜本的な変革が必要だと認識し、解決策を求めて

Riedel Communications 社に目を向けました。新シーズン開幕直前に結ばれたこのパートナーシップにより、

RIEDEL の Bolero ワイヤレス・インターカム・システムと RiFace 無線インターフェイスがチームの武器となり

ました。RIEDEL のマネージド・テクノロジー部門がサポートするこの完全に統合されたセットアップは、非常

に明瞭かつ拡張可能な通信を実現し、白熱したレースの中ですでにその価値が証明されています。このシステム

には Bolero インターカムだけでなく、カスタム・ヘルメット・キットと Bolero、StageLink、RiFace の各ユニッ

トをシームレスに統合する専用の RIEDEL ラックも含まれています。この構成によってレース中の連携が劇的に

改善され、Garage 59 のクルーはこれまでにないレベルの効率性と自信を持って活動できるようになりました。

チーム代表のアンドリュー・カーカルディ氏は、Garage 59 に真の競争力を与えたのは RIEDEL システムだと考

えています。その明瞭性、信頼性、適応性が、チームが勝利を目指す上で欠かせないツールになったと述べてい

ます。
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しかし、Garage 59 は 2025 年シーズンの準備を進める中

で課題に直面していました。それは、耐久レースという

プレッシャーのかかる環境において、シームレスで信頼

性の高い通信を確保することでした。GT ワールド・チャ

レンジ・ヨーロッパとインターナショナル GT オープン

に 3 台のマシンが参戦する中、完璧な連携はこれまで以

上に重要になりました。しかし、チームの以前の通信体

制では、一秒一秒が命取りとなって一瞬の判断がレース

の成否を分ける 24 時間体制のレースの要求に応えるの

に苦労していました。広大なサーキットを走り、予測不

可能なコンディションの中で、複数のマシン、ピットク

ルー、エンジニアを管理するという複雑な作業は、明瞭

性や信頼性のわずかな欠落が、大きな損失につながるミ

スにつながる可能性を秘めていました。

“GT ワールド・チャレンジ・ヨーロッパとインターナショナル GT オープンに 3 台の車

が参戦しましたので、完璧な調整がさらに重要になりました “



“Game Creek のお客様が最新トラック

に RIEDEL の機材を搭載することを具体的

に要望されたとき、Game Creek は喜んで 

イエスと答えました！ “



■ リモート TV プロダクション・トラックがなければ、

今日のスポーツ中継は実現しなかったでしょう。ト

ラック・プロバイダーの Game Creek Video は、世界

最大級の TV ネットワーク、制作会社、報道機関にサー

ビスを提供しています。同社の中継トラック群は、プ

ロ・フットボール、野球、モーター・スポーツ、ゴル

フ・トーナメント、スキー競技など、主要なスポーツ・

イベントやエンターテイメント・イベントを完璧に中

継しています。

米国の大手スポーツ放送局 2 社が最大規模の番組制作を行うために作られたこのトラックは、相互接続された A、B、

C ユニットの 2 セットで構成され、放送局が固定設備で用いているのと同じ RIEDEL 製品を使用しています。トラッ

クには、ライブ・プロダクション中の高音質通信を可能にする RIEDEL Artist デジタル・インターカム・システムと、

配信を効率化する RIEDEL MediorNet FusioN スタンドアロン IP コンバーターが搭載されています。

RIEDEL FusioN ゲートウェイ・シリーズが、3 台のトラック・システム全体にわたってそれぞれのローカル・モニ

ターに UHD 出力を提供するので、映像供給用の集中型ゲートウェイ・ソリューションは不要です。約 200 台の

FusioN 3B デバイスが SMPTE ST 2110 信号をモニターまで取り込んで SDI に変換します。信号交換に ST 2110 を

用いることで、Game Creek は相互接続の数を削減し、システム間の信号共有を簡素化しました。また、集中型ゲー

トウェイが不要になったことで、トラック内の配線量（そして重量）を削減でき、交通省の重量基準を満たす能力

に大きな変化をもたらしました。

同様に、Artist デジタル・マトリクス・インターカム・システムが新型トラックの最も重要なコンポーネントの一

つになっています。設置面積が小さいため、大規模な集中型インターカム・システムを 2RU の分散型システムへ

と小型化することができました。Game Creek は各ユニットに Artist-1024 ノードを導入し、3 台のトラック・シ

ステムをサポートするためにノード毎に少なくとも 768 ポートを使用しました。インターカムと音声ミキサーの

間にはかなりの規模の相互接続があり、放送局の施設にあるインターカム・システムとの接続専用のポートがい

くつか用意されています。Artist は、ST 2110 対応 CCU と、CCU からのアナログ信号を Dante、そして AES67 に

変換する必要がある従来のカメラ・セットアップの両方からのインターカムもサポートしています。

ユーザーは RIEDEL の優れた音質を高く評価しています。長時間ヘッドセットを装着しなければならない人々に

とってはるかに快適な体験を提供するからです。音声の忠実度の高さは大きなセールス・ポイントでした。

Game Creek は、トラック内のオペレーター・ステーションに約 90 の RIEDEL SmartPanel RSP-1232HL インターフェ

イスを導入しています。さらに、会場内のクルーとの通信用に現場にもいくつか設置しています。Game Creek は

また、RIEDEL の Bolero ワイヤレス・インターカム・システムも導入し、トラック内のオペレーターと現場のオペレー

ターとが常に連絡を取り合えるようにしています。

中継車のワークフローは例えばスタジオや劇場とは大きく異なるので、Game Creek の専門的なアドバイスは、

RIEDEL が最適なソリューションを提供する上で役立っています。実際、Game Creek のチームは RIEDEL の最新の

ファームウェア・アップデートの多くに大きく貢献しています。

“RIEDEL が 際 立 っ て い る の は、 単 に 技

術の進化に追随するのではなく、システ

ム の 進 化 に 継 続 的 に 投 資 し て い る 点 で

す。私たちのニーズに耳を傾けて迅速に

対応してくれるのは非常に貴重です。失

敗を許さない私たちのビジネスにおいて、

RIEDEL のような考え方を共有してくれる

サプライヤーがいることは、本当に心強

いです “

パット・サリヴァン
社長

Game Creek Video



■ ロンドンのロイヤル・アルバート・ホールは、150 年以上にわたり、オーケ

ストラ・コンサートやロック・ショーからバレエ、スポーツ・イベント、詩の

朗読会まで、あらゆる催事に使われてきました。この象徴的な会場は、建築の

壮麗さだけでなく、変化に対応できる舞台と、あらゆるイベントに合わせて姿

を変える複数のパフォーマンス空間を備えた柔軟性の高さでも知られています。

しかし、この多様性には特有の課題が伴います。それは、技術インフラ、特に

舞台裏の通信を、パフォーマンスそのものと同様に機敏で信頼性の高い状態に

保つことです。そのため、ロイヤル・アルバート・ホールは最近、RIEDEL の

Bolero ワイヤレス・インターカム・システムを導入し、館内通信システムのアッ

プグレードの中核としました。 ベン・エヴァンス、ナチョ・リー、リアム・クロフト



Bolero 導入以前、同ホールの通信環境はシームレスとは程遠いものでした。技術チームは様々なメーカーからの

レンタル・システムに頼らざるを得ず、それが助けになるどころか、むしろ頭痛の種になることも少なくありま

せんでした。こういったシステムは複雑なライセンス管理を必要とし、制作チームが持ち込む機材と必ずしもス

ムーズに連携できるとは限りませんでした。

同ホールは、もっとユーザーフレンドリーなインターカムを必要としていました。明瞭で信頼性の高い音声を提

供し、多くの顧客が好む機器と簡単に連携できるインターカムです。目指したのは、ネットワーク・ベースの柔

軟性と容易な拡張性を備え、競合他社が提供する一対一型のソリューションを凌駕するシステムでした。

Bolero システムはあらゆる要件を満たしていました。ネットワーク・ベースの設計により、親密なトーク・ショー

からオリヴィエ賞のような大規模なプロダクションまで、あらゆるニーズに迅速に対応できます。ショーの規模

が標準の 10 台のワイヤレス・パックでは足りない場合、ホールは追加のパックやアンテナをレンタルするだけで、

システムを即座に拡張できます。例えば、2024 年のオリヴィエ賞授賞式では、ホール内の Bolero システムを簡単

に 30 パックまで拡張し、RIEDEL の Artist メインフレームやパネルとシームレスに接続して、会場全体で 30 人以

上のユーザーにサービスを提供しました。

Bolero のインパクトは舞台裏でも日々感じられています。当システムはステージ・マネージャーやショー・ディレ

クターだけのものではありません。「シャウト」機能により、FOH およびモニター・エンジニアは常に連絡を取り

合えるだけでなく、独立したコミュニケーション・リングにより、照明、音響、制作チーム間の連携を密に保てます。

ホールの技術スタッフはイベント毎にシステムを調整できるため、来場プロダクションのワイヤレス・システムが

ショーの途中で故障した場合でも円滑な運用が可能です。Bolero はすでにそのような事態を救っています。

ロイヤル・アルバート・ホールは Bolero を中核に据え

ることで、卓越した技術力と信頼性に対する評価をさ

らに高めました。この新しいシステムの使いやすさ、

堅牢な互換性、そして容易な拡張性により、どんなに

複雑なプロダクションでも、完璧なコミュニケーショ

ンを実現できます。ホールのワールド・クラスのチー

ムと彼らがサポートするアーティストにとって、これ

は記憶に残るパフォーマンスを提供することに集中で

きる時間を増やし、舞台裏で何が起こっているかを心

配する時間を減らすことを意味します。

“ このシステムはステージ・マネージャーや 

ショー・ディレクターだけのものでは 

ありません “



■ 北米屈指のスポーツ＆エンターテイメント施設の一

つであるスコシアバンク・アリーナは、システム・イ

ンテグレーターの Matrix Video Communications Corp.

（MVCC）の協力を得て、Riedel Communications の分散

型ルーティング・システム MediorNet を導入しました。

MediorNet は、ホッケーやバスケットボール、その他年

間を通して数百ものイベントをプロダクション・チーム

が切り替える際に、大いに必要とされる柔軟性を提供し、

セットアップ時間を短縮しています。



“IP ベース上の MediorNet TDM のソリュー

ションを選んだ理由は、今日のニーズを満

たすだけではなく、不要な複雑さを排除す

る信頼性が高くて分かりやすいアプローチ

を、そして適切なタイミングで IP への明確

なアップグレード・パスを提供してくれるア

プローチを会場側が求めていたからです “

ピーター・ツェゲイ 

カナダ地域セールス・マネージャー

元々はメジャー・リーグのスポーツのために設計されたこのアリーナは、

年間約 200 本のコンサートや数多くのイベントも開催しています。観客

動員数とイベント数の両面でライブ・エンターテイメントの最高の目的

地とみなされているこの施設は、中央設備とコントロール・ルーム、そ

して放送技術に基づくワークフローを備え、放送センターのような運用

を行っています。しかし、固定スタジオとは異なり、アリーナには建物

内のあらゆる場所に複数の「スタジオ」を設置できるため、ソース、デ

スティネーション、ワークフローは常に変化します。会場の運営チーム

は、アクションがどこで行われようとも、より近くにルーターを設置で

きるようにしたいと考えていました。

こういったニーズを満たすため、スコシアバンク・アリーナは、12 年

使用したモノリシックなルーティング・システム──ソースとデスティ

ネーションを接続するのに追加カードやフレーム、スローダウン機器、

時間のかかる設定が必要でした──と置換すべく、MediorNet MicroN 

UHD TDM ルーターを選びました。MediorNet の分散アーキテクチャに

より、クローゼット、スタンドの下、アリーナのトラック相互接続グルー

プ内など、従来のシステムでは困難だった場所にルーターを設置するこ

とができます。現在、アリーナでは 19 台の MicroN UHD ノードが運用

されており、施設全体のソースとデスティネーションへの即時アクセス

を実現しています。

イベントのコンフィギュレーションの切り替えが迅速か

つ簡単になりました。MediorNet があればオペレーターは

ボタンを 1 回クリックするだけで、すべてのルーター設定、

マルチビューワー設定、そしてモバイル・プロダクション・

トラックからの入力をリセットできるため、イベント間の切

り替え時間を大幅に短縮できます。

IP ベース上の MediorNet TDM ソリューションを選んだこと

は会場側の要望を反映したものでした、不必要な複雑さなし

に今日のニーズを満たす簡潔なアプローチ──そして適切な

時期に IP への明確なアップグレード経路を提供すること。こ

れによって、将来を見据えた投資を確実に実現しながら、運

用上のメリットを即座に享受できます。

MediorNet MicroN UHD システムに加え、RIEDEL の Artist イン

ターカム・システムと RIEDEL の Bolero ワイヤレス・インター

カムも導入されました。どちらもクリアで信頼性の高い通信を実

現します。Bolero ワイヤレス・システムは、クリアで安定した音質、

バックグラウンド・ノイズの除去、そしてアリーナの刻々と変化

するプロダクション・ニーズへの適応性において特に高く評価され

ています。

MediorNet MicroN UHD



■ ブルースコープ製鉄所の稼働現場を工場の現場で体験するのは実に壮観です。熱

く、騒々しく、容赦のない作業です。全長 200 メートルの製造ラインでは、真っ赤

に焼けた 20 トンの鋼板が洗浄され、プレスされ、そして圧延されて、より使いやす

い製品へと加工されています。工程の各段階で、オペレーターが「パルピット」〔説教壇〕

と呼ばれる制御ブースから、そして無数のセンサーとメーターを通して、作業を監視

しています。時折、何か問題が発生することもあります……そして、そうなった場合

は、一刻を争うことになります。コミュニケーションが鍵となり、そのリスクは極め

て大きいのです。

ポート・ケンブラ〔オーストラリア、ニュー・サウスウェール

ズ州〕のブルースコープ製鉄所は 1960 年代に建設され、

最近まで使われていた 2 線式のアナログ・パーティライ

ン通信システムがその時代の証人でした。不安定で柔軟

性に欠けるものの、それでも一応は機能し、工場内の通

信には最新の Tetra デジタル無線システムが導入され、

ある程度の役割を果たしていました。しかし、必然的に

ケーブル・インフラが故障したため、作業員は固定電話

や携帯電話を使って通信せざるを得なくなりました。こ

れは不十分で、安全性にも問題がありました。ブルース

コープ製鉄所の電気工学チームのリーダー、ベンジャミ

ン・イェートマン氏は、目的に合った代替通信システム

の検討を始めました。「私たちはさまざまなベンダーの

選択肢を検討し、それらを私たちの要件に照らし合わせ

ました。主なニーズは、パーティライン通信、通話ルー

ティングの柔軟性、そして全員へのブロードキャストと

個々のパルピットへの通信機能でした」

ベンジャミン氏は慎重に検討した結果、RIEDEL の Artist

通信システムを選択しました。「以前のシステムは 1 チャ

ンネルに固定されていて拡張できませんでした。RIEDEL

なら、パルピット間の通信をカスタマイズし、パーティー

ラインを実装し、外部ハードウェアと連携できます。統

合はシームレスで、現場で工場全体の通信が改善された

ことを実感できるのは、本当に素晴らしいことです」

既存の Tetra 無線システムとの統合は特に重要でした。前述の通り、更新前は有線通信と無線システムは完全に

サイロ化されており、パルピットのオペレーターとフロアのクルーは携帯電話で通信することがよくありました。

RIEDEL の答えは Juggler と呼ばれるシステムで、Tetra 無線ネットワークを有線インターカム・マトリクスにシー

ムレスに統合します。このシステムによって、Artist システムの任意のポート / グループ / カンファレンスから最

大 64 の個別の Tetra 無線グループへの通話が可能になり、その逆も可能です。



Artist が繋がるサードパーティ製システムは Tetra だけ

ではありません。分散型スピーカー、マイクロフォン、

ロジックベースのトリガーとも GPIO 経由で円滑に通

信します。こういった連携によって、オペレーターは

状況に応じて音声信号の優先順位を動的に調整する、

応答性と知性を兼ね備えた制御システムを構築するこ

とができます。

1200℃の高温鋼と重機を扱う工場では安全が最優先事

項です。Artist システムは、現場の緊急管理戦略におい

て極めて重要な役割を果たし、避難手順を躊躇や混乱

なく確実に実行できるようにします。

「私たちの避難プロトコルはインターカムに大きく依存しています」とイェートマン氏は続けます。「RIEDEL のお

かげで、進行中の通信を無効にして緊急放送を優先することができます。これは非常に重要な機能です──高リス

クな事態が発生した場合、ボタンの一押しで即座に全員に伝えられるのです」

緊急事態以外にも、Artist は複数の音声ストリーム（警報、BGM、工場全体のアナウンス他）

を重ねて優先順位付けできるため、運用の明瞭性を確保できます。騒音が多く、分散

した現場では、明瞭性こそが何よりも重要です。

「緊急警報、BGM、避難放送など、オペレーターは常に最も重要な信号を明瞭に聞き

取ることができます」とイェートマン氏は結論付けました。

ブルースコープ製鉄所は 24 時間 365 日稼働しており、ダウンタイムはコスト増につ

ながるため、新しい通信プラットフォームのサービスと信頼性は極めて重要でした。

ベンジャミン・イェートマン氏は次のように述べています。「サポートは選定の重要

な基準でした。RIEDEL は堅牢なサービス・レベル契約とローカル・サポートを提供し

ており、これは当社の 24 時間 365 日稼働の製造環境にとって非常に重要です。信頼

性も不可欠です。通信がなければプロセスは停止します。RIEDEL の Artist フレームに

組み込まれた冗長性は、優れた稼働時間と信頼性を実現することが実証されています」

チームが RIEDEL の Artist 通信システムをいかに早く完全に導入したかは驚くべきも

のです。実際、ベンジャミンと彼のチームがシステムの試運転を終える前から、オペ

レーターはすでにパルピットの Artist パネルを有効活用していました。今では、この

システムは工場のワークフローに不可欠なものであり、自然な一部となっています。

オペレーション・マネージャーのカール・パヨコヴィッチ氏は、RIEDEL Artist 統合に

よるもう 1 つの興味深い（そして歓迎すべき）副次効果に気づきました。「各パルピット

が他のパルピットと直接通信できるようになり、これは明瞭なコミュニケーションに

不可欠です。音質は優れており、充分な音量があって堅牢です。これは、騒音レベル

が高い当社の重工業環境では特に重要です。しかし、それ以上に、通信システムがチー

ムを結束させています。パルピットに一人でいるのは、特に新しいチーム・メンバー

にとってはかなり孤立する可能性がありますが、RIEDEL の通信システムによって、そ

のようなオペレーターを参加させることができ、経験豊富なクルーはさらに良好なコ

ミュニケーションをとることができます。これは士気の向上にも良いことです」

“ サポートは選定の重要な基準でした。RIEDEL は堅牢なサービス・

レベル契約とローカル・サポートを提供しており、これは当社の 24

時間 365 日稼働の製造環境にとって非常に重要です “



■ アメリカ最大、そして世界で 3 番目に大きいヒンドゥー教寺院である、ニュー

ジャージー州ロビンズヴィルの BAPS スワミナラヤン・アクシャルダム寺院は、

単なる礼拝の場ではありません。文化的な集い、宗教儀式、地域イベントの活気

ある拠点として、毎週何千人もの訪問者を迎えています。大理石を用いて建てら

れたこのキャンパスは、何世紀にもわたる伝統を彷彿とさせる精巧な彫刻で飾ら

れた建物が並ぶ、視覚的にも素晴らしい景観を誇っています。しかし、このよう

な美しいファサードの裏には、寺院の繁栄を支える洗練された運営体制が存在し

ているのです。



BAPS ロビンズヴィルの日常生活の中心には多くのボラ

ンティアがいます。献身的なボランティアたちは、キャ

ンパス内の様々な場所で様々な役割を担って活動して

います。そのため、堅牢で柔軟性が高く、専門家以外

の人でも簡単に利用できるコミュニケーション・メディ

ア・インフラの必要性が浮き上がってきます。アクセ

シビリティという理念とイノベーションを組み合わせ

れば、訪問者であれボランティアであれ、誰もがシー

ムレスな体験を享受できます。

これほど広大かつ精巧に構築された寺院に近代的なイ

ンフラを設計することは特有の課題を伴いました。大

規模なものから小規模なものまで、複数の会場に高品

質の映像と音声を配信する必要性は、イベントの調整

や宗教儀式の放送にとって不可欠でした。しかし、華

麗な大理石造りのため、建設後にケーブル配線を行う

ことは現実的ではなく、寺院の美観を損なうリスクも

ありました。技術チームは、強力でありながら目立たず、

将来のニーズにも対応できる拡張可能なソリューショ

ンを必要としていました。

神聖な空間、スマートなシステム

寺院の設計担当者は当初 IP ベースのシステムを検討していましたが、RIEDEL の MediorNet を見つけたことで方

向転換しました。MediorNet は、彼らが必要としていたネットワーク映像配信機能と、SDI ならではのシンプルな

操作性を兼ね備えていました。このパワーと使いやすさのバランスは、まさに画期的なものでした。

MediorNet は寺院の技術的要件を満たしただけでなく、ボランティア主導のモデルにも合致していました。

RIEDEL ソリューションの直感的なインターフェイスは、専門家ではない人でも簡単に操作でき、拡張性も高く、キャ

ンパス内の大小様々な会場で利用できました。この一貫性が重要なのです：ボランティアは場所を移動すること

が多いため、統一されたプラットフォームがあれば、1 つのシステムを覚えるだけで済みます。これによりトレー

ニング時間が短縮され、どこで奉仕してもスムーズな運営が保証されます。

システムの核となるのは、光ファイバー・ベースのネットワークと、MediaWorks プラットフォームを基盤とする

集中制御アプリケーションです。オペレーターは単一の制御室から、映像フィードの管理、ロボット PTZ カメラ

の操作、録画再生などを行うことができます。このシステムによって、宗教儀式をオンラインでライブ・ストリー

ミング配信し、キャンパス全体に表示することが可能になり、参拝者（現地にいる人も遠隔地にいる人も）が寺院生活

に完全に参加できるようになります。

このネットワークの際立った特徴は MediorNet インフラ自体です。映像と同期と MADI 音声の分配を処理するだ

けでなく、MicroN ノードの RJ45 ポートを介してイーサネット接続も提供します。これにより、同じファイバー・

バックボーンを用いて寺院全体にデータ・ネットワークを拡張でき、運用を簡素化し、ハードウェアの複雑さを

軽減できます。



“RIEDEL のソリューションは画期的なものでした。信頼性が高く、使いやすく、そし

て驚くほど柔軟性に優れています。式典のライブ・ストリーミング、祭典のコーディネー

ト、あるいは日々の業務など、どんな場面でも、このシステムのおかげで、私たちは

最も重要なこと、つまり地域社会への貢献に集中できます “

伝統を支えるテクノロジー

MediorNet と Bolero システムの統合以来、BAPS ロビ

ンズヴィルは効率性と機能が大幅に向上しました。分

散型ネットワークによって、イベントの開催場所を問

わず集中的な制作が可能になり、宗教指導者は各寺院

間を自由に移動でき、映像と音声も滞りなく伝達され

ます。ストリーミング・サービスはよりスムーズで信

頼性が高くなり、寺院のリーチと包括性が向上しまし

た。また、Bolero ワイヤレス・インターカムはイベ

ントの調整に不可欠な存在となり、混雑した祭りの最

中でも極めて明瞭な通信を実現しています。

寺院が成長しても、新しいノードを追加したりファイ

バー・ネットワークを拡張したりすることは簡単な作

業となり、BAPS ロビンズヴィルは、その精神的なルー

ツを守りながら、将来の要求に十分対応できるように

なります。



■ ハンダ・オペラ・オン・シドニー・ハーバー（HOSH）は毎年、シドニーのウォー

ターフロントの一角を息を呑むほど美しいパフォーマンス会場の一つへと変貌さ

せます。そして 2025 年も RIEDEL はその中心にいました。2021 年からオペラ・

オーストラリアの信頼できるコミュニケーションおよびネットワーキング・パー

トナーとして、RIEDEL Australia のマネージド・テクノロジー・チームは今年の

『Guys & Dolls』公演の会場インフラ全体を支え、照明のキュー、舞台転換、FOH

のあらゆる瞬間が正確に実行されるようにしました。

街のスカイラインとハーバー・ブリッジを背景にした

HOSH には、視覚的な壮麗さだけでなく高度な技術も要

求されます。この会場はわずか 4 週間で何もないところ

から建設され、3,000 席の野外円形劇場、フローティン

グ・ステージ、FOH タワー、バックハウス設備、ホス

ピタリティ・スペースが備えられます。これらはすべて、

RIEDEL のマネージド・テクノロジー・チームが設計監

修した統合通信データネット・ワークによって相互接続

されています。

今年のセットアップでは、ネットワーク化された Artist

イ ン タ ー カ ム・ シ ス テ ム に 加 え て、 各 部 門 に 18 台

の 2300 シリーズ SmartPanel と 3 台の 1200 シリーズ

SmartPanel が設置されました。毎夜の公演においては、

ステージ・クルー用の Bolero ワイヤレス・ベルトパック、

フォロー＝スポット・オペレーター用の PunQtum 有線

システム、警備および会場スタッフ用のトランク型双方

向無線機など、約 100 台の通信エンドポイントが使われ

ました。

統合されたインフラはインターカムだけにとどまりませ

んでした。MT チームは、インターネット・アクセス、

CCTV、セキュリティ・システム、さらにはキャッシュ

レス決済サービスまでをサポートしました──これらす

べてを、重複を削減し、ワークフローを簡素化し、信頼

性を向上させるべく設計された単一のファイバー・ネッ

トワーク上で動作させたのです。

「音声、照明、通信用に別々のケーブルを引き回す代わりに、すべての部門を同じバックボーンに接続できる設計にし

ました」と、RIEDEL のシニア・プロジェクト・マネージャー、ルー・スミスは説明します。「このことは、特にこれ

ほど複雑な現場では、効率性と信頼性の面で大きな利点となります」

シドニー港の海洋環境での作業には、塩霧、水への曝露、牡蠣殻など、特有の課題が伴います。長期的なパフォーマ

ンスを確保するため、水中サービス・トンネルを経由して陸上からフローティング・ステージまで、重装甲の光ファ

イバー・ラインを敷設し、あらゆる接続ポイントを物理的および環境的損傷から保護しました。



設計には、観客の安全を監視し、事件に迅速に対応す

るために不可欠であることが証明された堅牢な CCTV

システムも含まれていました。「観客席で医療上の緊急

事態が発生した場合や、迅速な対応が必要な問題が発

生した場合、CCTV は状況を把握し、スタッフを誘導す

る最良の方法です」と、オペラ・オーストラリアのプ

ロダクション・マネージャー、パブロ・プイグ氏は述

べています。

このプロジェクトを真に特別なものにしているのは、

オペラ・オーストラリアと RIEDEL の緊密な連携です。

プリプロダクションの計画から毎晩の公演まで、両チー

ムは緊密に連携し、ニーズを予測し、リアルタイムで

対応しました。干渉を回避するための RF 調整から、直

前のネットワーク要求への対応まで、RIEDEL チームは

あらゆる段階でプロジェクトに深く関わっていました。

「オペラ・オーストラリアおよび HOSH とのパートナー

シップは、RIEDEL の真髄、すなわち技術革新、コラボ

レーション、卓越性への飽くなきコミットメントを体

現しています」とスミスは語ります。「毎年この特別な

イベントを実現することは容易なことではありません。

この魔法の実現に貢献できることは私たちの誇りです」

HOSH が屋外ライブ・パフォーマンスの水準を引き上

げ続ける中、RIEDEL は、時間どおりに、キューどおり

に、そして港において、そのすべてをまとめる明瞭性、

コントロール、接続性の提供に貢献できることを光栄

に思います。

“ 音声、照明、通信用に別々のケーブルを引き回す代わりに、私たちの設計

ではすべての部門を同じバックボーンに接続できるようになっています “
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